
部 局 長 会 議 議 事 要 旨 

 

日 時 平成２９年９月１９日（火）１４時３０分～１６時１２分 

場 所 本部棟４０１会議室 

出 席 者 西尾総長、三成、小林、八木、小川、河原、吉川、工藤、鬼澤 各理事、 

東（外）、金水（文）、栗本（人）、林（法）、谷﨑（経）、田島（理）、金田（医）、 

天野（歯）、堤（薬）、田中（工）、狩野（基）、木村（言）、大久保（国公）、尾上

（情）、近藤（生）、下村（高）、谷池（小児）、松浦（微）、中谷（産）、中村（蛋）、

松島（社）、南（接）、兒玉（レ）、野口（医病）、村上（歯病）、有川（国際）、永

田（博）、岩井（日日）、中野（核）、下條（サ）、佐藤（全教）各部局長 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 岩谷総長参与、守山（キャ）、松繁（CO） 各部局長 

進藤、髙木、尾﨑、西村、茶園 各筆頭オフィス員 

 

 

○ 議事に先立ち、新任のオブザーバーの紹介と、各部局事務（部）長が陪席となる旨の説

明があった。 

 

○ 前回議事要旨（案）の確認 

前回（７月１９日）の議事要旨（案）について、特に意見等があれば９月２５日（月）ま

でに総務部総務課企画調整係へ提出の上、確定することとした。（なお、同日までに意見の

提出はなく、原案のとおり確定した。） 

 

議 事 

 

１ 平成２９年度大阪大学ファカルティ・ディベロップメント（FD）フォーラムの参加申込状

況について 

西尾総長から、配付資料に基づき、平成２９年度大阪大学ファカルティ・ディベロップメ

ントフォーラムの参加申込状況の報告と参加依頼があった。 

 

２ 大学院学生定員の適正化による学内リソース配分について 

三成理事から、配付資料に基づき、大学院学生定員の適正化による学内リソース配分の基

本的な方向性について説明があり、種々意見交換が行われた。 

 

３ 部局評価に基づく総長裁量経費の配分について 

三成理事から、配付資料に基づき、平成２８年度部局評価に基づく総長裁量経費の配分に

ついて説明があり、種々意見交換が行われた。 

 

４ 部局運営方針等ヒアリングについて 

三成理事から、配付資料に基づき、総長・理事等による部局運営方針等ヒアリングについ

て説明があった。 

 

 



５ 学部編入学、大学院入学試験における入試ミスについて 

小林理事から、配付資料に基づき、学部編入学、大学院入学試験における入試ミスの報告

及び再発防止について注意喚起があった。 

 

６ 平成３２年度からの大学入学共通テストの導入に伴う平成３０年度プレテストの実施日

程について 

小林理事から、配付資料に基づき、平成３２年度からの大学入学共通テストの導入に伴う

平成３０年度プレテストの実施日程の説明及び協力依頼があった。 

 

７ 平成３０年度運営費交付金等概算要求事項について 

三成理事から、配付資料に基づき、文部科学省から財務省に提出された平成３０年度運営

費交付金等概算要求事項の概要について報告があった。 

 

８ 物品調達システムの運用開始について 

西尾総長から、試行運用していた物品調達システムの全面運用開始について説明があっ

た。 

 

９ 公的研究費の不正使用防止に係る再発防止策について 

  八木理事から、配付資料に基づき、公的研究費の不正使用防止を目的とした広報誌の発行

について説明があり、各部局に対し周知依頼があった。 

 

１０ 不正アクセスにかかる情報提供について 

  小川理事から、配付資料に基づき、海外からの不正アクセスに関する経緯と今後の対策に

ついて説明があった。 

 

１１ 情報セキュリティインシデントについて 

  小川理事から、配付資料に基づき、平成２９年１月から６月に発生した情報セキュリティ

インシデントの報告及び再発防止について注意喚起があった。 

 

１２ 中之島アゴラ構想検討ワーキンググループ設置について 

  西尾総長から、配付資料に基づき、中之島アゴラ構想検討ワーキンググループの設置につ

いて報告があった。 

 

１３ スーパーグローバル大学創成支援事業の中間評価に係る面接調査及び現地調査の実施

について 

  河原理事から、配付資料に基づき、スーパーグローバル大学創成支援事業の中間評価に係

る面接調査及び現地調査の実施要領等の説明及びデータ提供等の協力依頼があった。 

 

１４ 中国人学生の入学志願申請支援システムの導入について 

  河原理事から、配付資料に基づき、中国人学生の入学志願申請支援システム「龍門窓口」

設置の説明及び積極活用の依頼があった。 



 

１５ ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン（ＵＣＬ）との連携について 

  河原理事から、配付資料に基づき、ユニバーシティ・カレッジ・ロンドンとの連携の経緯

と今後の予定について説明があった。 

 

 

○ 卓越大学院プログラム（仮称）について 

  小林理事から、卓越大学院プログラム（仮称）について文部科学省の担当者と意見交換を

行った旨の報告があった。 

 

（以上） 


